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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
芥
川
龍
之
介 

 

明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
〜
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
。
小
説
家
。

東
京
市
京
橋
区
入
船
町
に
新
原
敏
三
・
フ
ク
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
生

後
七
か
月
で
母
が
精
神
病
を
患
っ
た
た
め
、
母
の
実
家
に
当
た
る
本
所
区
小

泉
町
の
芥
川
家
に
入
籍
、
母
の
実
兄
芥
川
道
章
・
ト
モ
を
養
父
母
と
し
て
育

っ
た
。
芥
川
家
は
江
戸
城
大
奥
に
お
数
寄
屋
坊
と
し
て
仕
え
た
旧
家
で
、
江

戸
情
緒
の
残
る
下
町
の
環
境
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
文
人
趣
味
へ
の
親
和
を

培
っ
た
。
江
東
小
学
校
時
代
か
ら
既
に
江
戸
文
学
、
明
治
文
学
に
親
し
ん
だ

早
熟
な
文
学
少
年
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
、
府
立
第
三
中
学
校
進
学
後

は
、
古
今
東
西
の
文
学
を
濫
読
す
る
一
方
、学
業
で
も
英
語
と
漢
文
は
抜
群
、

歴
史
を
好
み
、
秀
才
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
。
四
十
三
年
、
成
績
優
秀

に
よ
り
無
試
験
で
第
一
高
等
学
校
文
科
に
入
り
、
続
い
て
大
正
二
年
、
東
京

帝
国
大
学
英
文
科
に
入
学
。
三
年
、
豊
島
与
志
雄
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
ら

と
と
も
に
第
三
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
、
五
年
、
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た

第
四
次
「
新
思
潮
」
に
発
表
し
た
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
の
推
挙
を
う
け
、
文

壇
へ
登
場
し
た
。
同
年
、
卒
業
、
海
軍
機
関
学
校
の
英
語
の
嘱
託
教
官
と
な

っ
た
。
大
正
七
年
、
塚
本
文
と
結
婚
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
な
作
家
生
活

を
決
意
し
、
翌
年
に
海
軍
機
関
学
校
を
辞
職
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
社
員
と

な
る
。
鋭
利
な
人
間
観
察
と
構
成
的
、
理
知
的
な
作
風
の
歴
史
小
説
に
よ
っ

て
、
文
壇
の
流
行
作
家
と
な
っ
た
。
十
年
に
上
海
、
南
京
、
北
京
な
ど
四
か

月
間
に
わ
た
り
中
国
各
地
を
旅
行
。
こ
の
旅
で
健
康
を
害
し
、
心
身
の
不
調

に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
後
、
作
風
の
変
化
、
現
代
小
説
へ
の

転
換
が
進
ん
だ
。
大
正
末
年
か
ら
、
身
体
の
変
調
、
相
次
ぐ
身
辺
の
ト
ラ
ブ

ル
、
時
代
の
変
化
へ
の
不
安
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
神
経
衰
弱
が
悪
化
し
、
創

作
活
動
の
低
調
に
苦
し
み
な
が
ら
、
人
生
へ
の
絶
望
感
が
色
濃
い
晩
年
の
作

品
群
を
残
し
、
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
未
明
、「
ぼ
ん
や
り
し
た
不
安
」
の

一
句
を
遺
書
中
に
残
し
て
服
毒
自
殺
し
た
。 

文
学
活
動 

 

文
学
史
的
に
大
正
期
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
と
し
て
、
第
三
次
、
第
四

次
の
「
新
思
潮
」
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
〈
新
思
潮
派
〉、
作
風
か
ら
〈
新

技
巧
派
〉
〈
新
理
知
主
義
〉
〈
新
現
実
主
義
〉
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
作
家
生
活

は
大
正
五
年
の
文
壇
登
場
か
ら
昭
和
二
年
の
自
死
に
至
る
十
余
年
の
期
間
で

あ
る
が
、
初
期
を
含
む
前
期
で
は
、
歴
史
に
題
材
を
借
り
て
、
緻
密
で
理
知

的
な
構
成
に
よ
り
、
近
代
的
な
人
間
心
理
の
観
察
を
専
ら
に
し
て
、
人
間
性

の
内
奥
に
潜
む
本
質
を
え
ぐ
り
出
そ
う
と
す
る
歴
史
小
説
の
試
み
が
見
ら
れ

る
。
「
羅
生
門
」
（
大
四
）
「
鼻
」
（
大
五
）
「
芋
粥
」
（
大
五
）「
地
獄
変
」（
大

七
）
な
ど
、
古
典
の
説
話
物
語
を
素
材
に
し
た
〈
王
朝
物
〉
の
作
品
を
中
心

に
、
他
に
「
奉
教
人
の
死
」（
大
七
）「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」（
大
八
）
な

ど
の
〈
切
支
丹
（
き
り
し
た
ん
）
物
〉
、
「
戯
作
三
昧
」
（
大
六
）
「
枯
野
抄
」

（
大
七
）
な
ど
の
〈
江
戸
物
〉、「
開
化
の
殺
人
」（
大
七
）「
舞
踏
会
」（
大
九
）

「
雛
」（
大
十
二
）
な
ど
の
〈
開
化
物
〉
と
作
品
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。
ま
た
「
地

獄
変
」「
戯
作
三
昧
」
な
ど
は
、
芸
術
的
完
成
に
賭
け
る
〈
芸
術
派
〉
の
作
品

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
期
は
現
代
小
説
が
中
心
に
な
る
。
既
に
「
蜜
柑
」

（
大
八
）
「
秋
」
（
大
九
）
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
大
正
十
年
の
中
国
旅

行
以
後
、
作
風
に
転
換
が
見
ら
れ
、「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」（
大
十
二
）
な
ど

身
辺
に
取
材
し
た
一
連
の
〈
保
吉
物
〉
が
書
か
れ
る
。
自
伝
的
作
品
「
大
道

寺
信
輔
の
半
生
」（
大
十
四
）
に
続
き
、「
点
鬼
簿
」（
大
十
五
）
の
痛
切
な
自

己
告
白
（
「
僕
の
母
は
狂
人
だ
っ
た
」）
が
な
さ
れ
た
。
最
晩
年
の
作
品
に
は
、
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人
生
へ
の
絶
望
、
死
の
予
感
、
狂
気
へ
の
傾
斜
が
著
し
い
。「
玄
鶴
山
房
」（
昭

二
）
「
蜃
気
楼
」
（
昭
二
）
「
河
童
」
（
昭
二
）
が
書
か
れ
、
遺
稿
と
し
て
「
歯

車
」（
昭
二
）「
或
阿
呆
の
一
生
」（
昭
二
）
が
あ
る
。
ま
た
、
芥
川
の
別
の
優

れ
た
一
面
と
し
て
「
蜘
蛛
の
糸
」（
大
七
）「
杜
子
春
」（
大
九
）
な
ど
の
児
童

文
学
の
作
品
が
あ
る
。
俳
人
と
し
て
も
一
家
を
な
す
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

芥
川
龍
之
介
と
い
う
と
、
自
殺
と
晩
年
の
作
品
の
影
響
か
ら
、
と
り
わ
け

眼
光
だ
け
が
異
様
に
鋭
い
頰
の
こ
け
た
写
真
の
印
象
か
ら
、
神
経
質
で
陰
鬱

な
イ
メ
ー
ジ
で
そ
の
生
涯
が
見
ら
れ
て
し
ま
う
。「
羅
生
門
」
が
暗
く
陰
惨
な

救
い
の
な
い
物
語
と
い
う
傾
き
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
印
象
が
強

い
先
入
観
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー

作
と
さ
れ
る
こ
の
作
品
の
背
景
に
、
吉
田
弥
生
と
い
う
女
性
と
の
恋
愛
が
家

族
の
反
対
に
よ
っ
て
挫
折
し
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
醜
さ
を
痛
感
し
た
個

人
的
事
情
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
暗
さ
を
補
強
す
る
た
め
の
証
拠

固
め
と
い
う
き
ら
い
が
あ
る
。
だ
が
、「
今
昔
物
語
集
」
の
野
趣
の
発
見
の
一

事
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
壇
へ
の
野
心
を
秘
め
た
青
年
芥
川
の
荒
々
し

い
創
作
意
欲
が
こ
の
処
女
作
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な

る
ま
い
。
老
婆
を
蹴
倒
す
下
人
に
因
習
的
な
世
俗
道
徳
に
反
逆
す
る
若
き
芥

川
の
姿
を
読
む
説
（
関
口
安
義
）
は
そ
の
意
味
で
十
分
に
根
拠
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
大
杉
栄
や
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
さ
ら
に
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
ラ
ン
プ

レ
ヒ
ト
な
ど
の
同
時
代
思
想
と
の
相
関
性
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
し
て
多
く
の

外
国
文
学
か
ら
の
影
響
ば
か
り
で
な
く
、
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
（
鷗
外
に
は

す
で
に
面
会
し
て
い
た
が
、
漱
石
に
は
「
羅
生
門
」
執
筆
後
）
、
北
原
白
秋
、

木
下
杢
太
郎
、
さ
ら
に
は
武
者
小
路
実
篤
や
志
賀
直
哉
な
ど
、
同
時
代
を
先

に
進
む
作
家
や
詩
人
と
の
作
品
を
通
じ
た
影
響
関
係
も
多
々
指
摘
さ
れ
て
き

て
い
る
。 

 

「
羅
生
門
」
を
男
が
何
者
か
に
な
る
物
語
と
捉
え
た
と
き
、
創
作
に
人
生

を
賭
す
覚
悟
を
固
め
た
芥
川
の
作
家
精
神
の
初
心
に
触
れ
う
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、〈
新
技
巧
派
〉〈
新
理
知
主
義
〉〈
新
現
実
主
義
〉
の
名
で

呼
ば
れ
、
虚
構
の
彫
琢
に
賭
け
る
芸
術
至
上
主
義
と
明
敏
な
近
代
的
知
性
に

よ
る
人
間
観
察
と
い
う
文
学
史
的
記
述
で
は
覆
え
な
い
人
間
と
し
て
の
芥
川

を
知
る
こ
と
に
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
読
書
行
為
に
付
随
す
る
一

つ
の
幻
想
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
好
悪
が
分
か
れ
る
に
せ
よ
、
青

少
年
期
に
一
度
は
作
家
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
た
読
書
体
験
を
し
て
お
く

こ
と
が
、
今
後
の
書
物
や
諸
学
・
諸
芸
と
の
付
き
合
い
を
豊
か
に
す
る
可
能

性
を
高
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
本
文
は
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
第
一
巻
（
岩
波
書
店 

平
七
）
に
よ
っ
た
。

初
出
は
雑
誌
「
帝
国
文
学
」（
大
四
）。
署
名
は
柳
川
隆
之
介
。
第
一
短
編
集

「
羅
生
門
」（
大
六
）
に
、
多
少
訂
正
を
加
え
て
収
録
。
さ
ら
に
、
作
品
集
「
新

興
文
芸
叢
書
８
・
鼻
」（
大
七
）
に
収
録
す
る
際
、
末
尾
の
一
文
を
含
む
か
な

り
の
改
訂
が
な
さ
れ
、
以
後
定
稿
と
さ
れ
た
。「
羅
生
門
」
は
発
表
さ
れ
た
作

品
で
は
第
四
作
に
当
た
る
が
、
芥
川
文
学
の
特
質
を
示
し
た
実
質
的
な
デ
ビ

ュ
ー
作
で
あ
り
、
作
者
の
愛
着
の
深
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
様

に
「
帝
国
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
ひ
よ
つ
と
こ
」（
大
四
）
や
、
さ
ら
に
習

作
期
の
作
品
に
遡
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
芥
川
文
学
の
多
面
性
も
あ
る
の
で
、

適
宜
参
照
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
る
と

と
も
に
、
〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
通
り
改
め
た
。 

◯
「
思
は
ぬ
よ
。」→

「
思
は
ぬ
ぞ
よ
。
」
（
教
科
書
一
九
二
・
１
）〔
教
育
上

の
配
慮
〕 

        

参
考
文
献 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

〇
作
品
注
釈
・
読
解
・
鑑
賞 

「
日
本
近
代
文
学
大
系
38 

芥
川
龍
之
介
集
」
吉
田
精
一
編 

 

角
川
書
店 

昭
四
十
五 

「
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
11 

芥
川
龍
之
介
」
海
老
井
英
次
編 

 

角
川
書
店 

昭
五
十
六 

〇
「
羅
生
門
」
の
作
品
論 

「『
羅
生
門
』
論
」（
「
芥
川
龍
之
介
１ 

特
集
羅
生
門
」
所
収
）
海
老
井
英

次 

洋
々
社 

平
三 

「『
羅
生
門
』
を
読
む
」
関
口
安
義 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

三
省
堂 

平
四 

「
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
19 

芥
川
龍
之
介
」
宮
坂
覺
編 

 有
精
堂 

平
五 

 
 

＊
特
に
以
下
が
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

・
「
媒
介
と
し
て
の
門 

『
羅
生
門
』
研
究
」
松
本
修 

・「
座
談
会
『
羅
生
門
』
を
読
む
」
三
谷
邦
明
・
田
近
洵
一
・
関
口
安

義
・
鈴
木
醇
爾 

・
「
初
期
芥
川
竜
之
介
の
世
界
」
関
口
安
義 

・
「
『
羅
生
門
』
の
異
空
間
」
平
岡
敏
夫 

・
「
下
人
が
強
盗
に
な
る
物
語
」
杉
本
優 

「
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
作
品
論
集
（
近
代
文
学
作
品
論
集
成
４
）」 

志
村
有
弘
編 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ク
レ
ス
出
版 

平
十
二 

「
芥
川
龍
之
介
作
品
論
集
成
第
１
巻 

羅
生
門 

今
昔
物
語
の
世
界
」 

浅
野
洋
編 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

翰
林
書
房 

平
十
二 
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「「
羅
生
門
」
の
誕
生
」
関
口
安
義 

 
 
 
 
 
 

翰
林
書
房 

平
二
十
一 

「
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』 

「
羅
生
門
」
精
読―

「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も

知
ら
な
い
」
と
書
く
「
作
者
」」
石
川
巧 

「
日
本
文
学
」
平
二
十
八
・
四 

「「
羅
生
門
」
の
世
界
と
芥
川
文
学 (

阪
大
リ
ー
ブ
ル
66)

」
清
水
康
次 

大
阪
大
学
出
版
会 

平
三
十
一 

〇
作
家
論
・
作
品
論 

「
芥
川
龍
之
介
」
吉
田
精
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
省
堂 

昭
十
七 

＊
「
吉
田
精
一
著
作
集
」
第
一
巻
（
桜
楓
社 

昭
五
十
四
）
に
も
収
録
。 

「
古
典
と
近
代
作
家―

―

芥
川
龍
之
介
」
長
野
嘗
一  

有
朋
堂 

昭
四
十
二 

「
芥
川
龍
之
介
の
世
界
」
駒
尺
喜
美 

 
 
 

法
政
大
学
出
版
局 

昭
四
十
七 

「
芥
川
龍
之
介
論
」
三
好
行
雄 

 
 
 
 
 
  

 

筑
摩
書
房 

昭
五
十
一 

＊
「
三
好
行
雄
著
作
集
」
第
三
巻
（
筑
摩
書
房 

平
五
）
に
も
収
録
。 

「
芥
川
龍
之
介
研
究
」
菊
地
弘
他
編 

 
 
 
 
 
 

明
治
書
院 

昭
五
十
六 

「
芥
川
龍
之
介
」
平
岡
敏
夫 

 
 
 
 
 
 
  

大
修
館
書
店 

昭
五
十
七 

「
芥
川
龍
之
介
と
現
代
」
平
岡
敏
夫 
 
 
 
 
 
  

大
修
館
書
店 

平
七 

「
芥
川
龍
之
介
」
関
口
安
義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
波
書
店 

平
七 

「
小
説
の
力
」
田
中
実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
修
館
書
店 
平
八 

「〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、
〈
新
し
い
教
材
論
〉
へ
２
」 

田
中
実
・
須
貝
千
里
編 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
文
書
院 

平
十
一 

「
芥
川
龍
之
介
（
日
本
文
学
研
究
論
文
集
成
33
）」
浅
野
洋
編 

 

若
草
書
房 

平
十
一 

「
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
時
代
」
関
口
安
義 

 
 
 
 
 

筑
摩
書
房 

平
十
一 

「
芥
川
龍
之
介
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」
浅
野
洋
・
芹
澤
光
興
・
三
嶋
譲
編 

世
界
思
想
社 

平
十
二 

「
芥
川
龍
之
介
（
日
本
の
作
家
100
人
）」
海
老
井
英
次 

勉
誠
出
版 

平
十
五 

「
芥
川
龍
之
介─

文
学
空
間
」
佐
々
木
雅
發 

 
 
  

翰
林
書
房 

平
十
五 

「
芥
川
作
品
の
方
法─

紫
檀
の
机
か
ら
（
近
代
文
学
研
究
叢
刊
42
）」 

奥
野
久
美
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
泉
書
院 

平
二
十
一 

「
芥
川
龍
之
介―

「
不
安
」
の
諸
相
と
美
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
藤
井
貴
志 

笠
間
書
院 

平
二
十
二 

「
芥
川
龍
之
介─

生
誕
120
年
」
関
口
安
義
編 

 
 

翰
林
書
房 

平
二
十
四 

「
弱
い
「
内
面
」
の
陥
穽─

芥
川
龍
之
介
か
ら
見
た
日
本
近
代
文
学
」 

篠
崎
美
生
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翰
林
書
房 

平
二
十
九 

「
小
説
と
は
何
か
？
芥
川
龍
之
介
を
読
む
（
ひ
つ
じ
研
究
叢
書
（
文
学
編
）
10
）」 

小
谷
瑛
輔 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
つ
じ
書
房 

平
二
十
九 

「
芥
川
龍
之
介
選 

英
米
怪
異
・
幻
想
譚
」
澤
西
祐
典･

柴
田
元
幸
編
訳 

岩
波
書
店 

平
成
三
十 

「
芥
川
龍
之
介 

家
族
の
こ
と
ば
」
木
口
直
子 

春
陽
堂
書
店 

平
成
三
十
一 

 

＊
生
徒
用 

⦿

「
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
」
森
鷗
外 

 
 
 
 
 
 

新
潮
社 

 

昭
四
十
三 

⦿

「
夢
十
夜
・
文
鳥
」
夏
目
漱
石 

 
 
 
 
 
 
  

新
潮
社 

昭
五
十
一 

「
芥
川
龍
之
介
必
携
」（「
別
冊
國
文
学
」
所
収
）
三
好
行
雄
編 

 

 

學
燈
社 

昭
五
十
四 

「
芥
川
龍
之
介
事
典
」
菊
地
弘
・
久
保
田
芳
太
郎
・
関
口
安
義
編 

 

 

明
治
書
院 

昭
六
十 

＊
増
補
版 

平
十
三 

「
芥
川
龍
之
介
を
読
む
た
め
の
研
究
事
典
」（
「
国
文
学
」
所
収
） 
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學
燈
社 

昭
六
十
三
・
五 

⦿
「
蜘
蛛
の
糸
・
地
獄
変
」
芥
川
龍
之
介 

 
 
 
  

 

角
川
書
店 

平
元 

「
フ
ォ
ー
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
シ
リ
ー
ズ
51 

芥
川
龍
之
介
」 

吉
田
和
明
・
田
島
董
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
代
書
館 

平
元 

「
年
表
作
家
読
本 

芥
川
龍
之
介
」
鷺
只
雄
編 

  

河
出
書
房
新
社 

平
四 

「
羅
生
門 

蜘
蛛
の
糸 

杜
子
春
外
十
八
篇
」
芥
川
龍
之
介 

文
藝
春
秋 

平
九 

「
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
」
関
口
安
義
編 

 
 
 
 
  

翰
林
書
房 

平
十
五 

「
芥
川
龍
之
介
（
日
本
文
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）」
庄
司
達
也
・
篠
崎
美
生
子

編 

翰
林
書
房 

平
十
六 

「
文
豪
ナ
ビ
芥
川
龍
之
介
」
新
潮
社
編 

 
 
 
 
 
 
 

新
潮
社 

平
十
六 

「
芥
川
龍
之
介
の
「
羅
生
門
」「
河
童
」
ほ
か
６
編
（
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
ス
近
代
文
学
編
）」
角
川
書
店
編 

 
 
 
 
 

角
川
書
店 

平
十
八 

「
芥
川
龍
之
介
短
篇
集
」
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ
ン
編
／
村
上
春
樹
序 

 
新
潮
社 

平
十
九 

「
芥
川
龍
之
介
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
庄
司
達
也
編 

 
  

鼎
書
房 

平
二
十
七 

「
芥
川
龍
之
介 

没
後
90
年 

不
滅
の
文
豪
（
文
藝
別
冊
）」 

 
 
 

河
出
書
房
新
社
編
集
部 
 
 
 
 
 
 
 

河
出
書
房
新
社 

平
二
十
九 

「
教
科
書
と
近
代
文
学 ―

「
羅
生
門
」「
山
月
記
」「
舞
姫
」「
こ
こ
ろ
」
の
世

界
」
日
本
近
代
文
学
館
編 

 
 
 
 
 
 
 

秀
明
大
学
出
版
会 

令
三 


